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▪ 神緑会総会　開会挨拶
会長　前　田　　　盛

　梅雨とは程遠い気候で、例年だと雨の中のご
出席有難うございますですが、お暑い中でのご
出席有難うございます。また、総会開催の為の
各支部、学内各教室の皆さんのチケットの手配
など有難うございます。同様に総会開催の為の
委任状へのご協力、関連病院長の皆様にも御礼
申し上げます。
　最近の神緑会活動の一部をご紹介させて頂き
ます。既に平成世代卒業生が過半数と成り、昭
和世代の７割以上が神緑会に結集頂いていますが、平成世代では学年にもより
ますが、２～３割の結集となっています。広報誌、毎年一回発行の学術誌、年
４回発行のニュースレターを、会費未納や未入会に関わらずお送りしています
が、印刷と送料が大きな負担となっています。広報委員会と web 委員会合同で
ご検討頂きましたが、会費の納入の有無に関わらず引き続き全員に送付するこ
とが提案されました。頁数の削減や紙の質を落とすことで、ニュースレター第
８巻第３号からかなりの費用節減になりました。平成世代への神緑会結集にご
協力お願いします。学生時から神緑会活動を伝え、今日も13名の学生に手伝っ
て貰っていますが、正式な学生会員として広報誌も各人に届くようにしていま
す。
　ホームページの充実と毎週のメルマガ発信に努めています。今回の役員選挙
でもメールでの対応を行いましたが、効果はもうひとつですが、充実に努め、
かつ、ネットの利用促進を進めてまいります。神緑会員の診療所、病院紹介に
も取り組んでおります。
　記念事業は、医学科と連携し約１年半経過しますが、寄付額は後援会（学生
の父兄会）とほぼ同額で困っていましたが、幸いにも大口の寄付申し入れがあ
りました。先日、大学の WG の委員長の小川糖尿病内科・内分泌内科教授と共

平成29年度一般社団法人神緑会定時（社員）総会開催報告

前田会長

宮本常務理事

司会　大林評議員会議長

廣田選挙管理委員長

奥町副会長 中野副会長 大竹名簿編集委員長山中監事



Page�4� 神緑会ニュースレター

にお会いし、進めております。ご本人からは公表の了解を得ていますし、理事会でも公表の方向です。これに
意を強くし、金額よりは、50周年記念事業時同様に半数以上の会員のご協力を得られるよう活動を進めます。
大学担当の会社関係でも8,800万円寄付に目途がついたと聞いております。皆さんにも出来るだけのご協力をお
願いします。
　時間の関係で以上とさせて頂きますが、決算を中心とした審議事項、報告事項、助成者の表彰と挨拶、上田
裕一先生等の講演会と情報交換会まで長丁場ですが、よろしくお願いします。

▪ 新理事、監事選出後の新三役報告
新会長　前　田　　　盛

　短時間ですが、互選による意見交換で、私、前田が今後の２年間を
限度として引き続き会長を務めることになりました。なお、現在の奥
町副会長（大阪神緑会会長）、中野副会長（神戸神緑会会長）は留任し、
田中副会長が監事に異動された後任の副会長は、女性の選出、常務理
事については、時間をかけて検討しますが、大学勤務者を選出したい
と考えています。開会の挨拶でも申し上げましたが、平成卒業世代へ
のアピールに課題があります。費用の節減に努力すると同時に活動の
充実に努めます。ご支援賜りますようにお願いします。 投票風景

一般社団法人神緑会　役員名簿
（任期：平成29年６月17日～平成31年度 定時社員総会終結時）

（卒年順・五十音順）（平成29年6月17日現在）

役　　職 氏　　　名 卒業年
会　　長 前　田　　　盛 46
副 会 長 奥　町　冨久丸 48
副 会 長 中　野　康　治 52
副 会 長 谷　　　恵美子 58
常務理事 中　村　　　誠 H1
理　　事 大　竹　邦　夫 44
理　　事 千　原　和　夫 45
理　　事 宮　﨑　都志幸 51
理　　事 岡　村　雅　雄 56

役　　職 氏　　　名 卒業年
理　　事 山　崎　峰　夫 56
理　　事 宮　本　正　喜 59
理　　事 千　谷　容　子 61
理　　事 後　藤　章　暢 62
理　　事 秋　末　敏　宏 H4
理　　事 辻　　　　　剛 H10
監　　事 上　辻　浩　夫 42
監　　事 田　中　邦　彦 42
監　　事 山　中　弘　光 43

新理事・監事就任のご挨拶

学内理事・常務理事（医学科眼科学分野）

中　村　　　誠（平成元年卒）

　このたび理事を拝命しました平成元年卒の中村誠
です。平成25年より神戸大学の眼科学分野教授を務
めております。学生時代バレーボール部に所属して

おりました。３年前からは同部の顧問を仰せつかっ
ております。大学に長らく在籍しておりますので、
これまでにも神緑会の皆様には大変お世話になって
おりました。今後は学内理事として神緑会の運営に
微力ながら貢献して参りますので、どうぞ宜しくご
指導ご鞭撻の程、お願い致します。
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宮　﨑　都志幸（昭和51年卒）

　この度、新たに理事に選任されました昭和51年卒
の宮﨑都志幸と申します。神緑会は神大医学部の同
窓会としても機能しておりますが、若い世代の入会
率の低さ、医学部医学科創立75周年記念事業など取
り組むべき課題があるようです。会に関わるまでは、
「神緑会は一部の方が何かやっている会」と言うく
らいの認識しかありませんでした。より多くの先生
方に関心を持っていただけるよう、「何かのお役に立
てれば」と思います。ご指導のほど宜しくお願い申
し上げます。

神戸大学大学院保健学研究科
リハビリテーション科学領域　　　　
秋　末　敏　宏（平成４年卒）

　この度行われました神緑会総会にて、新理事に選
出されました平成４年卒の秋末と申します。私のよ
うな若輩者に重責をお与えいただき、大変光栄に存
じます。また、身の引き締まる思いをしております。
　私は昭和61年神戸大学に入学、平成４年に卒業い
たしましたので、昭和から平成に変わる丁度日本は
バブル真只中の時代を医学生として過ごしました。
全くバブルの恩恵は受けませんでしたが、部活（バ
レーボール部）に明け暮れた楽しい学生時代を過ご
せたと思っております。卒業後、整形外科に入局し、
研修ののち、平成５年からは大学院に入学し、２年
間、故西塚泰美教授の主催される第二生化学講座に
て基礎研究をさせていただき、臨床に戻ったのちは
水野耕作名誉教授、黒坂昌弘名誉教授にご指導いた
だきました。また、平成９年からは２年余り米国ク
リーブランドクリニックに留学も致しました。帰国
後は、兵庫県立成人病センター（現がんセンター）
を経て、平成13年より26年まで大学病院で、現在は
保健学研究科で勤務しております。神緑会との繋が
りは、卒業直後より学年代表を拝命し、現在まで務
めさせていただいておりますが、お恥ずかしながら
熱心に活動してきたとは申し上げられません。この
度、理事を拝命し、今後は神緑会に貢献できますよ
う、微力ながらお手伝いできればと思っております。
何卒ご指導のほどよろしくお願い申し上げます。

社会医療法人神鋼記念会神鋼記念病院
膠原病リウマチセンター
辻　　　　　剛（平成10年卒）

　この度、定例総会でご承認をいただき、神緑会の
新理事に就任させて頂くことになりました。
　私は、神戸大学を卒業後、母校の臨床検査医学講
座（現在の膠原病リウマチ内科）に入局し、神戸大
学医学部附属病院内科で初期研修を受けました。そ
の後２年間の民間病院勤務後は、大学院も含めて
2010年３月まで９年間母校にお世話になりました。
昨今の事情には疎くなっておりますので、ご指導の
程、何卒よろしく願い申し上げます。

監事　上　辻　浩　夫（昭和42年卒）

　この度の総会で監事に選出していただき、身の引
き締まる思いでおります。昭和42年に神戸医大を卒
業し第二外科へ入局、複数の病院勤務を経て50年か
ら豊中市で開業しております。
　当時は今ほど病診連携が進んでおりませんでした
のでお願いしやすい同窓の先生方を頼りに診療をし
ておりました。中でも済生会中津病院の杉原俊一先
生、戸田常紀先生、同級生の豊田紘生先生には頻繁
にお世話になっておりました。
　休日の同級、同門の先生方とのゴルフを唯一の楽
しみに十年一日の如く日を送っておりましたところ、
20年ほど前に、当時、大阪神緑会会長をしておられ
た、永井公尚先生のお誘いを受け大阪支部のお手伝
いをさせて頂く事になりました。おかげで多くの
方々との出会いもあり、潤いのある日常になったこ
とに感謝しております。今回、選出されたのは、そ
んな縁があっての事と思っております。
　本会は、前年度には、公益目的財産支出をすべて
消化したと伺っております。新たな取り組みにも挑
戦できる環境が整ったことになります。会員の皆様
におかれましては、一般社団法人神緑会の新しい旅
立ちを暖かく見守って頂きたく存じます。非力では
ありますが、田中邦彦、山中弘光両監事と共に職責
を全うしてまいる所存ですので叱咤、激励のほどよ
ろしくお願いいたします。
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監事・加古川支部　　　　　　　　　

田　中　邦　彦（昭和42年卒）
　今回、監事に選出されました。よろしくお願いい
たします。
　私が神禄会に参加するようになったのは阪神・淡
路大震災のあとです。
　丁度、クラス代表のＳ先生が震災の被害に遭われ
た時でした。
　お見舞いに行きましたが月見山商店街は、半壊し
た商店多数で道幅はいつもの半分程度でした。
　Ｓ先生の診療所は、水道管が壊れバケツに水を汲
み置きトイレに使っておられました。通勤は道端に
瓦礫が残る中、遠方からバイクで通勤されて疲労困
憊されていました。被害の少ない私が、同級生の了

承を得て引き継ぎました。
　その後、50周年記念行事の「神緑会館建設募金活
動」をしました。
　クラス全員に手紙を書き、電話でもお願いしまし
た。自宅の奥様にお願いしたこともありました。当
時は、ずいぶん不評で批判されました。
　現在、42年卒は寄付人数が一番多いクラスとして
誇りを持っています。
　その後、理事に抜擢され20年以上、加古川から神
戸まで。時には徒歩で神緑会館に通っています。暑
いときは辛いですが、健康のためと思っています。
　今も、平成卒の会員の会費納入率の低い状態が続
いています。理事・監事は頑張っています、ご協力
をお願いします。

▪ 審議事項

１）平成28年度　事業報告について
２）平成28年度　決算報告について
３）平成28年度　公益目的支出計画実施報告について
４）平成28年度　監事監査報告について
　いずれも承認された。

▪ 委員会報告等

１）学術委員会報告
２）学術誌編集広報委員会報告
３）情報委員会報告
４）名簿編集委員会報告（11月発行の表紙を投票により31p の色調に決めた）

平成29年度一般社団法人神緑会田中千賀子学術奨励賞受賞者

氏名・所属 研　究　業　績

金谷　貴子（平成２年卒）
神戸労災病院　整形外科・
リハビリテーション科　部長

手根管症候群に対する電気生理学的重症
度分類の役割

田中賞　金谷先生に盾の授与
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平成29年度一般社団法人神緑会研究助成金授与者

募集対象１：医学に関する学術交流・教育・研究の助成

番号 氏名・所属 研　究　課　題　等 助成金（円）

1
山本　正嗣（平成14年卒）

神戸大学医学部附属病院　
呼吸器内科

免疫療法の効果予測因子の探索的研究 250,000

2
由留部　崇（平成15年卒）

神戸大学医学部附属病院　
整形外科

脊椎椎間板組織の恒常性維持におけるオートファジーの
関与と役割の解明 250,000

地域における疾病並びに医療等に関する研究調査の助成

番号 氏名・所属 研　究　課　題　等 助成金（円）

1

勝二　郁夫（平成２年卒）
神戸大学大学院医学研究科　
附属感染症センター　
感染制御学分野

インドネシアにおけるロタウイルスの分子疫学解析 250,000

2

的崎　　尚（昭和56年卒）
神戸大学大学院医学研究科　
生化学・分子生物学講座　
シグナル統合学分野

細胞間シグナル CD47-SIRPα系を利用した新たながん治
療法の開発 250,000

3

青井　貴之（平成10年卒）
神戸大学大学院科学技術イノベー
ション研究科先端医療学分野　
神戸大学大学院医学研究科
iPS 細胞応用医学分野　教授

iPS 細胞等を用いる病態解明および治療開発研究の基盤強化 250,000

山本先生 由留部先生

勝二先生 的崎研究科長 青井先生
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募集対象３：小規模な学術講演会等の開催への助成

番号 申　請　者 研　究　課　題　等 助成額（円）

1 伊藤　智雄（特別会員） 第６回神戸免疫組織診断セミナー（いむーのセミナー）
の開催（病理人材の育成） 200,000

2 山崎　峰夫（昭和56年卒） 第28回　腎と妊娠研究会開催 150,000

3 篠原　正和（平成10年卒）
神戸大学大学院医学研究科　疫学分野 基礎・臨床融合による基礎医学研究医の養成プログラム 200,000

伊藤先生 山崎先生 篠原先生

▪ 田中千賀子賞受賞記念講演

プロフィールと講演要旨
辻　野　佳世子（つじの　かよこ）
兵庫県立がんセンター放射線治療科・部長
略歴　1987年３月　神戸大学医学部卒業
　　　1987年６月　神戸大学医学部附属病院放射線科研修医
　　　1988年４月　兵庫県立成人病センター放射線科研修医
　　　1990年６月　川崎医科大学附属病院放射線科（治療）シニアレジデント
　　　1991年４月　神戸大学医学部大学院医学研究科入学
　　　1993年１月　米国 Emory 大学腫瘍放射線科留学
　　　1995年６月　神戸大学医学部放射線科医員
　　　1998年５月　兵庫県立成人病センター放射線科医長
　　　2007年４月　兵庫県立がんセンター放射線治療科部長（～現在にいたる）
専門　癌放射線治療、特に肺癌、婦人科癌、乳癌

演題「肺癌放射線治療における放射線肺炎の発症予測に関する研究」
講演要旨
　この度は学生時代から尊敬する田中千賀子先生の学術奨励賞を賜り、また神緑会学術講演会での発表の機
会をいただき大変光栄に存じます。私は昭和62年本学を卒業し放射線科に入局しました。神戸大学附属病院お
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よび兵庫県立成人病センターでの研修医時代に肺癌の診断から治療を幅広く研修させていただき、その中で肺
癌放射線治療において最も懸念される有害事象である放射線肺炎に興味を持ちました。大学で河野通雄教授
ご指導の下、発症機序に関する基礎研究で学位をいただいた後、兵庫県立成人病センター（現在がんセンター）
において広田佐栄子先生ご指導の下、臨床研究に取り組みました。特に現在の癌放射線治療においては常識と
なっている三次元放射線治療計画における線量容積ヒストグラム（dose volume histogram : DVH）から導か
れる V20などのパラメータを用いて治療後の放射線肺炎発症を予測する方法に当初から着目し、一定の研究成
果を得ることができました。これらの方法は現在胸部への放射線治療に広く臨床応用されています。本講演で
は、これらの研究と現在の肺癌放射線治療への応用についてお話しさせていただければと思います。

放射線肺炎その１

3M

5M 8M

Grade 2
頻度5~50% （肺癌）

乾性咳・息
切れ・発熱

鎮咳薬など
で経過観察 4

線維化して
安定

9.8M

1980’s
RT 単独

13.8

1990’s
順次 CT/RT

17.7

2000’s
同時 CT/RT

19

17

15

13

11

9

7
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局所進行非小細胞肺癌の生存期間

2010’s
同時 CT/RT
PET staging

20～28

3

局所進行非小細胞肺癌に対する標準治療
：化学放射線同時併用療法（CCRT）

治療前 ３年後

外照射60Gy
＋CDDP/VNR

2

肺癌放射線治療における

放射線肺炎の発症予測に関する研究

兵庫県立がんセンター放射線治療科
辻野佳世子

2017/6/17 神緑会総会 (神戸大学医学部）

1

司会　千谷理事辻野先生　　　　　　
兵庫県立がんセンター
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2D治療から3D治療へ（90年代～）

X線‐simulation(2D) CT‐simulation(3D)

8

神戸大学医学部卒業

同付属病院放射線科研修医

兵庫県立成人病センター放射線科研修医

川崎医科大学放射線科（治療）シニアレジデント

神戸大学医学部大学院医学研究科入学

米国

兵庫県立成人病 がんセンター放射線科

自己紹介
～放射線肺炎に興味を持ったきっかけ～

7

1987    
1987
1988
1999    
1991    
1993    Emory大学腫瘍放射線科留学（臨床）

1995    神戸大学医学部放射線科医員

1998    /
~現在にいたる

肺癌症例が多く、広田佐栄子先生御指導のもと、
放射線肺炎についての臨床研究開始

化学放射線同時併用療法時は？
@兵庫成人病センター

 通常分割化学放射線同時併用療法（CCRT）
 局所進行肺癌71症例

 Grade2以上の放射線肺炎（NCI‐CTCver.2）発症と、Ｖ
20・他の因子との相関を検討

 線量：中央値 60Gy/30fr/6wks
 併用化学療法：CBDCA/PTX33例、CVM11例、
CDDP/VNR 8例など

Tsujino K, et al. IJROBP 55:110‐115, 2003 12

先行研究：

肺V20と放射線肺炎＠Washington Univ.

Graham MV, et al. IJROBP45, 1999

NSCLC 99例
（58%照射単独）
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< 22 %

> 40 %
32‐40 %
22‐31 % RTOG Grade 2以上のRP発症率

V20 ＜22% ； 0%
22‐31% ；16%
32‐40% ；18% (1fatal) 
＞40% ；52% (3fatal)

MLD ＜20Gy     ; 8%
＞20Gy     ; 24%

多変量解析ではV20
のみ有意

11

肺V20とは？

 20Gy以上照射される肺容積の、全肺容積に対する割合。

肺V20(%)＝28％

20 40 600
10

PTV2

PTV1

食道
脊髄

肺

心臓

100

容
積

(%
)

3Ｄ治療計画の利点

 すべてのＣＴスライス上で線量分布評価可能

 DVH（dose‐volume histogram：線量体積ヒストグラム)によって
三次元的線量分布を客観的に評価可能

線量 (cGy)
9

神戸大学医学部卒業

同付属病院放射線科研修医

兵庫県立成人病センター放射線科研修医

川崎医科大学放射線科（治療）シニアレジデント

神戸大学医学部大学院医学研究科入学

現在にいたる

自己紹介
～放射線肺炎に興味を持ったきっかけ～

1987
1987
1988
1999    
1991    
1993    米国Emory大学腫瘍放射線科留学(臨床)
1995    神戸大学医学部放射線科医員

1998    兵庫県立成人病/がんセンター放射線科

~

「女性は男性の2倍働いて男性と同等、3倍
働いてようやく認められるのよ。あんたらも
頑張りなさいよ。」

研修医２－３年目。病棟で肺癌・食道がん・リンパ腫な
どの診断から治療、ターミナルケアまで。

その中で２例の放射線肺炎悪化による死亡例を経験。
どちらも剖検で癌は消失しており、ショックを受けた。

大学での研究テーマに研修医時代の悔しい
思いをはらすべく、放射線肺炎を選択。

放射線肺炎その2
Grade 5

pre 0M

1.5M 3M 6M

頻度1~2% （肺癌CCRT）

O2、ステロイド投与
で一旦改善

ステロイド減量時に再燃、
再増量も難治性となり死亡

5
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化学放射線同時併用時の
肺V20と≧G2放射線肺炎発症の相関性
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V20 ( %)

Tsujino K, et al. IJROBP 55:110‐115, 2003
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経経過観察期間（月））

26〜30％ (n=12)

V20 ≧ 31％ (n=7)

21〜25％ (n=29)

≦20％ (n=23)

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 2220

P<.0001

85%

50%

18%

8%

14Tsujino K, et al. IJROBP 55:110‐115, 2003

≧G2放射線肺炎発症関連因子：
多変量解析

13

因子 P値

年齢 .1379

性別 .0914

喫煙歴 .1407

FEV1.0L .0755

腫瘍部位（上葉 vs. 中下葉） .4427

化学療法薬剤(C+T vs. Others) .4562

総線量 .9945

照射期間 .6659

肺V20 .0022

小細胞肺癌に対する加速多分割照射時は？
@ 兵庫成人病センター

 小細胞肺癌： 45Gy/30fr/3wks (1.5Gy*2回/日)の
加速多分割(AHF)化学放射線同時併用療法が標
準治療

 照射野が広くなる場合が多い

 LD‐SCLC 43例
 G2以上の放射線肺炎と、Ｖ20・他の因子との相関

 全例CDDP/VP16同時併用

Tsujino K, et al. IJROBP 64:1100‐05, 2006 1615

 CCRT時にも、G2以上の放射線肺炎の発症予測には３D治療
計画における両肺V20値が有用。

 その発症を防ぐには両肺V20 ≦ 25%が望ましい。
 腫瘍の状況から困難な場合にも≦ 30％となるよう治療計画を

工夫する。

Tsujino K, et al. IJROBP 55:110‐115, 2003

非小細胞肺癌同時性化学放射線治療後の
放射線肺炎の予測

：国際多施設個別患者データによるメタアナリシス

 836例の個別データ

 Median OS: 20M
 symptomatic RP 

:29.8% (n=249)
 Fatal RP

:  1.9% (n=16)

Palma, DA et al. IJROBP 2013; 85

当院から最多の
１９０症例

20

肺癌化学放射線同時併用療法時の
肺の線量制約(dose‐volume constraints)

（2001 ~兵庫がんセンター）

肺DVH
パラメータ

NSCLC
線量制約

LD‐SCLC
線量制約

重要度

V20 ≤ 30% ≤ 35% 重要

MLD ≤ 16Gy ‐ 努力目標

19

18

 小細胞肺癌AHF治療時のG2以上の放射線肺炎発症予測に
も両肺V20が有用

 その発症を防ぐには両肺V20 ≦ 30%が望ましい。
 腫瘍の状況から困難な場合にも≦ 35％となるよう

治療計画を工夫する。

Tsujino K, et al. IJROBP 64:1100‐05, 2006

通常分割照射

累
積

発
症

率
（
％

）
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0 12 24 36
経過観察期間（月）

6 18 30 42

加速過分割照射

≦20％

V20 ≧ 31％

26〜30％

21〜25％

42.9%

25.0%

7.1%

Tsujino K, et al. IJROBP 64:1100‐05, 2006

小細胞肺癌化学放射線（加速過分割）同時
併用時のV20と≧G2放射線肺炎の発症

17
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24

 G3以上の重症放射線肺炎の発症に対し、V20≥26%、
VS5<1500cc、年齢≥68、背景肺CT線維化スコア≥2 の4因子
が独立したリスク因子。

 これら４因子を組み合わせたリスクスコア（PRS)により、さら
なる予測精度の向上が期待される。

Tsujino K, et al. J Thorac Oncol 2014; 9：983‐990

DVHパラメータ+ その他臨床因子を組み合
わせることで重症放射線肺炎≧G3の 発症

を予測できないか？ ＠兵庫がんセンター

 2001～2009年のCCRT施行NSCLC122例。

 肺V20≤30%目標の線量制約下

 ≧G3放射線肺炎発症14例（11.5%）

 種々のDVHパラメータおよび患者・腫瘍因子と≧G3
放射線肺炎発症の相関性を検討

 より低線量のパラメータ (V5, VS5など）

 CTでの背景肺の状態（間質性変化、肺気腫）

Tsujino K, et al. J Thorac Oncol 2014; 9：983-990
23

謝辞

 田中千賀子先生

 神緑会の皆様

 神戸大医学部放射線科・放射線腫瘍科の皆様

 河野道雄先生、杉村和朗先生、佐々木良平先生

 兵庫県立がんセンター放射線科・放射線治療科・治
療チームの皆様

 広田佐栄子先生、副島俊典先生、高田佳木先生、

足立秀治先生

 兵庫県立がんセンター呼吸器内科の皆様

 加堂哲治先生、小谷義一先生、里内美弥子先生 28

最新の放射線治療における治療計画

 基本は３D治療と同じくターゲット（腫瘍）と正常組
織のトレードオフ。

 どの程度までの正常組織の線量体積を許容する
かの指示が必要。

 正常肺については両肺V20を基本とし、V5、平均肺
線量等の組合わせで規定。

 蓄積された３D治療のデータを基に最適な値を検
索中。

27

最新の肺癌放射線治療

 局所進行肺癌⇒ IMRT, 陽子線・重粒子線治療

 早期肺癌⇒ 定位放射線治療

26

Roelofs E , et al JTO 2012: 7

NSCLC化学放射線同時併用療法
(60Gy/30fr)時肺の線量制約

（2014～兵庫がんセンター）

パラメータ 線量制約 重要度

V20 ≤ 30% 重要

MLD ≤ 16Gy 努力目標

VS5 ≥ 1500cc 努力目標

PRS ≤ 8 努力目標

25

放射線治療因子以外の
放射線肺炎リスク因子・予測因子

 患者臨床因子

 高齢、女性、喫煙歴なし、低PS
 腫瘍部位(下葉）

 肺機能（１秒量、DLCO)、肺合併症（COPD, IP)
 biomarker
 IL‐1,IL‐6, sICAM‐1, CYFRA21‐1, KL‐6, surfactant 
protein‐ A・‐D, TGF‐β1

 治療因子

 化学療法(同時）併用

Mehta V. IJROBP 2005 , 他
22

V20: Predicting Risk

Palma, DA et al. IJROBP 2013; 85 21
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▪ 特別講演

プロフィールと講演要旨
上　田　裕　一（うえだ　ゆういち）
奈良県立病院機構奈良医療センター　総長
群馬大学医学部第三者委員会委員長
名古屋大学名誉教授
略歴　1976年３月　神戸大学医学部卒業
　　　1976年５月　財団法人 天理よろづ相談所病院　Junior & Senior Resident
　　　1982年５月　同上　心臓血管外科医員
　　　1985年４月　National Heart Hospital (London), Registrar, Department of Surgery
　　　1986年４月　財団法人 天理よろづ相談所病院　復職
　　　1999年８月　名古屋大学医学部 胸部外科学講座教授
　　　2000年～2011年
　　　　　　　　　名古屋大学大学院医学系研究科 病態外科学講座 心臓外科教授
　　　2012年１月　公益財団法人 天理よろづ相談所病院 院長・医学研究所長
　　　2012年４月　日本心臓血管外科学会　理事長（~2018年）
　　　2014年４月　（地独法）奈良県立病院機構 奈良県総合医療センター　総長

演題「患者安全と医療の質―院内医療事故調査委員会に関わった経験から―」
講演要旨
　私は、1976年に神戸大学を卒業後、天理よろづ相談所病院で心臓血管外科とレジデント教育に長年、従事し
ました。合併症や手術死亡を経験する中で、手術技量を磨くことに邁進しましたが、次第に「診断と手術適応、
術式と技量（外科医とチーム）、周術期管理の中にその要因がある」と考えるようになりました。1999年には
名古屋大学に教授として着任、異なる環境で心臓手術を行うことになり、心臓外科学のほかに「医療（手術）
の質と外科医教育」もテーマとなりました。その契機は、2002年に名古屋大学病院での腹腔鏡下手術中の大動
脈損傷事故の調査委員会の委員長を拝命したことです。当時、画期的な病院対応と調査報告書と評されまし
た。以後、17の院内医療事故調査委員会（他領域の手術関連が多い）に参画しました。2015年から委員長を務
めた群馬大学の医療事故調査委員会は、保険外診療を含む複数の手術死亡事例が対象で、１年を要しました。
大部の報告書には、特有の問題のほか、大学病院に共通する組織文化にも言及し、多くの改善策を提言しまし
た。今回は、院内医療事故調査委員会に関わった経験から、私が学んだ「患者安全と医療の質」について講演
させていただきます。

　群馬大学医学部第三者委員会の話題がマスコミをにぎわしていた頃から講演者として推薦が多かった。
やっと実現したが、評価の大変さ等に改めて気づかされました。イギリスの事例等も含めて、丁寧なご講
演で解りやすかった。 （編集部注）

司会　味木大学支部長上田裕一　講演者
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▪ 情報交換会　開始の挨拶

会長　前　田　　　盛

　先ほどの総会におきましては、決算その他、
御承認頂き、大変有難うございました。又、上
田先生におかれましては、特別講演をしていた
だき、大変有難うございました。群馬大学第三
者委員会の委員長に就任された直後から講演者
として推薦が多く、ご講演をお願いしたのです
が、【今は話せる状況でない】との事で今日とな
りました。同様に昨年度の田中賞受賞者の辻野先生も有難うございました。
　他にも今年度の田中賞受賞者の金谷先生、研究助成該当の先生方にはご多忙
中にもかかわらずご出席頂き有難うございました。研究費の額は、通年の半額
としていますが、赤字決算となったことへの執行部に対する注意の側面の該当
する点でございまして、新執行部として努力してまいります。
　それでは、情報交換会ですが、75･150周年記念事業の関係で、昭和19年の兵
庫医学専門学校の発足に際し、145名の新入生の記念写真をホール入り口に展
示しております。徳島医専は、昭和18年に発足しましたが、昭和20年７月３、
４日の大空襲で市内の７割が焼失し、病院も焼失したので廃校となりました。
14名が兵庫医専に転校され、無事卒業されました。神戸では、昭和20年３月17
日の大空襲が有名ですが60％の市内の焼失と言われています。病院の被害が少
なかったと聞いていますが、かなりの被害でその事も展示しています。昭和26
年卒の医大１回生、故筑井先生のご息女、藤澤久美子先生（昭和61年卒）、現
在の附属病院長の奥様ですが、記念アルバムなどの提供をいただきました。こ
の会の合間に見ていただければと思います。
　それでは、お疲れと思いますが、情報交換その他、よろしくお願いします。

開会にあたって。前田会長

中野副会長

乾杯　美崎先生（昭和32年卒）

学生受付
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　この度、神戸大学医学部附属病院を定年退職いた
しました。教授・薬剤部長としての10年間は本当に
あっという間でしたが、実は神戸大学とのご縁は半
世紀以上前に始まっています。この50数年の間、
ずっと神戸大学にいたわけではありませんが、様々
な場面で神戸大学医学部にはお世話になり、また育
てていただいたことに心から感謝しております。
神緑会からの原稿のご依頼を頂き、この機会に50数
年を振り返ってみようと思います。
　最初に神戸大学とご縁ができたのは、昭和39年４
月に教育学部附属中学校（当時）山側に教育学部の
校舎がありました。山の中腹にある学校までバス
（当時は片道10円）で通学する生徒も多かったの
ですが、阪急御影駅から学校まで徒歩で15分あまり
を歩き、浮いたバス代を集めてアイバンクや災害基
金等に寄付する活動が新聞に取り上げられたりし
ていました。教育学部の附属校なので、毎年夏前の
１ヶ月半程度、大学生が教育実習に来ます。中学生
は反抗期のワル盛りですので、教生（教育実習の大
学生をこう呼びます）を困らせるようなことをわ
ざとして、先生に叱られていました。
　当時は附属校に高等学校がなかったため、結構な
数の同級生と一緒に神戸高等学校に進学しました。
高校卒業後、そのまま神戸大学医学部に進学した同
級生も何人かいますが、私は薬学に寄り道をしてか
ら結婚し、神戸大学医学部を受験して昭和50年に入
学を許されました。受験時は妊娠中で、１日だけ教
養（当時）に通いましたが、やはりお腹が大きいた
め足がこむら返りを起こしたりなど、ちょっと通学
は無理かと判断し、１年休学、57卒の学年に５年次
のはじめまで所属し二人目を出産、２年休学１年留
年をして、60卒の皆さんと一緒に４年次後期～卒業
まで過ごしました。この間、本当に大勢の皆様のお
世話になり何とか医師免許を得ることができたこ
と、心から感謝しております。
　学部卒業後、次女がまだ小さかったので、研修医
のハードな生活は無理と考え、先に学位をとること
とし、大学院に進学しました。実験は楽しかったの

前薬剤部教授　平　井　みどり（昭和60年卒）

ですが、あまり自分の頭で考えることもない毎日で
した。また大学院途中で子供を連れて家を出たた
め、当時所属していた薬理学の教授、田中千賀子先
生のすすめで薬剤部の奥村勝彦教授をご紹介頂き、
そのご縁で京都大学医学部附属病院の薬剤部に採
用され、５年後に神戸薬科大学に奉職、その頃から
薬学生の病院実習が重要性を増したために、神戸大
学附属病院とは関わりが強くなりました。
　2007年３月に附属病院薬剤部に着任したときは、
抗がん剤の調整を薬剤部が行うことが決まって薬
剤師の増員が行われた時でした。また、この年から
第一期がんプロフェッショナル養成プラン（通称が
んプロ）が始まり、着任前からその準備についての
話し合いに参加させられ、また書類作成に関わりま
した。そのほか文部科学省の「GP」に応募するた
めの書類作成を行って、六甲台で徹夜したことな
ど、着任１年目は薬剤部の仕事を一通り覚える間も
なくドタバタのうちに終わってしまいました。教
育については、保健学科との連携で「IPW ＝ Inter 
Professional Work（多職種協働）」教育に参加し、
ファシリテータ養成のためのワークショップを行った
り、海外視察や先進的な取り組みを行っている英
国、カナダ等から演者を招いた講演会などもお手伝
いしました。神戸大学には薬学部がないため、多職
種連携教育に参加する薬学生をリクルートする目
的で、大学間連携を取り決めていた神戸薬科大学に

退職にあたって

岩井教授とポリクリメンバー（昭和59年）
下段右端が平井先生
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働きかけ、IPW 活動に薬学生も参加するよう
になりました。この活動は現在も続いており
神戸大学の教育上の特色として全国的に知ら
れています。
　薬剤業務については、薬剤師の病棟常駐や手
術場、ICU のサテライト薬局の運営、薬剤師に
よる処方の仮登録など、医薬品の安全使用と患
者の安全確保、医師の負担軽減に繋がる様々な取り
組みを進めて参りました。これらの取り組みは現
在進行形で、より良い形と効率を求めて常に改善と
拡大を続けております。感染制御部や医療の質安
全管理部に派遣された薬剤師の活躍は、学会や公的
な研究会で繰り返し発表されており、賞を頂いたこ
ともあります。また、診療科との共同研究も積極的
に行っており、病棟担当薬剤師と診療科の医師の間
で良い関係が構築されてきているように思います。
最近では、老年医学会、老年薬学会と連携が進み、
高齢者の薬物治療適正化に向けた活動、具体的には
多剤使用の是正（ポリファーマシー対応）を積極的
に進めており、関与している薬剤師が全国的な学会
で発表したり、厚労省関連の会合で情報提供するな
ど、神戸大学の活動内容が広く知られるようになり

ました。
　神戸大学医学部附属病院は、限られた敷地内で多
くの活動を行っているため、他大学のようにゆった
りとしたスペースを使った活動は難しいですが、そ
の分職員が話し合い、お互いに譲り合うということ
が自然にできている（完璧ではありませんが）と思
います。そして、あくせくしすぎず、ゆったりした
（ユルい？）雰囲気がどことなく漂っているのが、
当院の良さでもあり、また欠点でもあるかと思いま
す。私自身は良さの方が大きいと思っているので、
よその（どことは言いませんが）病院のように殺伐
とした場所にならず、治療するだけでなく患者さん
やご家族が喜んで立ち寄れるような病院になって
頂きたいと思っています。神戸大学医学部のます
ますのご発展を心からお祈りしております。

退職記念イベント（平成29年３月）
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第３研究棟竣工式

　５月22日（月）に CiRA 第３研究棟の竣工式を開
催しました。細胞調製施設が増設され、再生医療に
使うことができる iPS 細胞の製造体制が拡充されま
した。式典の挨拶で、山中伸弥所長は「第３研究棟
の広い細胞調製施設で iPS 細胞の医療応用を加速し

ていきたい」と述べました。現在、CiRA では日本
人の約24パーセントに対応できる iPS 細胞ストック
を製造・出荷しており、来年３月末までにこれを
30％にしたいと考えています。

出張CiRA カフェ×聞イテミル・考エテミル⁉
「iPS細胞の現在：じん臓・すい臓・肝臓の再生医療」in 金沢を開催しました

　７月９日（土）の午後、聞イテミル・考エテミル⁉
「iPS 細胞の現在：じん臓・すい臓・肝臓の再生医療」
実行委員会と共同で、金沢市片町にある金沢学生の
まち市民交流館 交流ホールにてサイエンス・カフェ
を開催しました。患者さんや市民と研究者の対話
の場作りを目指して、今回は和室に座布団を敷いて
話をするというスタイルを取り入れました。金沢
での出張 CiRA カフェは初めてでしたが、暑い中約
30名の方に参加していただきました。まず初めに、

CiRA 国際広報室のサイエンスコミュニケーターで
ある和田濵裕之研究員から、iPS 細胞が開発された
背景や創薬研究への応用について紹介しました。
　参加者から、「血液の細胞から作った iPS 細胞と
皮膚から作った iPS 細胞には違いはあるのか」「iPS
細胞研究で分かった難病の候補薬の一般化はどう
やってするのか」など、様々な視点から質問が飛び
出しました。
　続いて CiRA の長船健二教授（増殖分化機構研究

第３研究棟正面玄関前でテープカットをする（左から）山下京都府副知事、門川
京都市長、山下文部科学省文教施設企画部長、山中所長、山極総長、湊理事

京都大学 iPS細胞研究所（CiRA）便り

基金事務局　　徳　永　愛　子

　神緑会の皆様、平素は iPS 細胞研究所（CiRA）へ継続的なご支援を賜り、誠にありがとうございます。
　CiRA では５月22日（月）に第３研究棟の竣工式を開催しました。今号では、その竣工式の模様をは
じめ、金沢で開催したサイエンス・カフェについて紹介します。
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部門）が、iPS 細胞からじん臓やすい臓、肝臓の細
胞を作って移植をする研究について、現状と将来展
望についてお話ししました。慢性腎不全、糖尿病、
肝不全の患者さんは増加の一途を辿っていますが、
治療法は臓器の移植以外に方法がなく、深刻なド
ナー不足の現状があります。長船教授は、iPS 細胞
を使った再生医療の可能性を伝え、動物実験の結果
や今後の展望を話しました。しかし、研究は進めて
いるけれども、iPS 細胞を用いた医療の実現にはま
だまだ時間がかかると述べました。講演の途中で
約20分間の停電があったものの、質疑応答では様々
な質問が活発に飛び交い、大いに盛り上がりまし
た。カフェ終了後も、長船教授に質問したりする参
加者が何人もおられました。今回は、和室に座布団
というくつろいだ雰囲気をつくったことで、参加者
の方には研究者と気軽に交流をいただくことがで
きました。今後も、多くの方に iPS 細胞についてご

紹介するイベントを開催する予定です。
（本イベントは、京都大学 iPS 細胞研究所（CiRA）
と、文部科学省科学研究費補助金 新学術領域研究 
システム癌新次元「ゲノム解析の革新に対応した患
者中心主義 ELSI の構築」が企画し、開催しまし
た。）

山中教授がサンフランシスコマラソンを無事完走！

　７月23日（日）に開催されたサンフランシスコマ
ラソンに寄付募集のため山中伸弥教授が初挑戦し
ました。
　現地時間の早朝５：30スタートでしたが、無事に
３時間52分11秒で完走しました。マラソンは終わ
りましたが、まだまだ iPS 細胞研究基金への寄付は
募っております。Ｔポイント１円分の寄付や、毎月
100円からの継続寄付ができる「Yahoo! ネット募金」
でも寄付を受け付けておりますので、よろしけれ
ば、右記ページをご覧ください。

■ iPS細胞研究基金　寄付募集ページ
　・Yahoo! ネット募金
　　https://donation.yahoo.co.jp/detail/5113001/

【iPS細胞研究基金についてのお問い合わせ先】

iPS 細胞研究所　iPS細胞研究基金事務局
　〒606-8507　京都市左京区聖護院川原町53
　TEL： 075-366-7152　FAX： 075-366-7185
　メール：ips-kikin@cira.kyoto-u.ac.jp
　　資料請求専用フリーダイヤル：
　　　0120-8

ハシレ  ヤマナカ  シンヤ
0-8748（平日９時～17時）　　

京都大学基金ウェブサイト
　「京都大学基金」で検索してください。
　URL は以下の通りです。
　　http://www.kikin.kyoto-u.ac.jp/

iPS 細胞の写真を紹介する和田濵研究員とそれを聞く参加者
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2017年度大倉山祭のごあんない

大倉山祭実行委員長　杉　本　愛　美（学部４回生）
　今年度も、来たる11月19日（日）に大倉山祭の開
催が決定致しました。
　大倉山祭とは、神戸大学医学部医学科の学生によ
る、楠キャンパスの公式学園祭です。19日に開催さ
れるのが「本祭」であり、各部活による模擬店出店
や、設営ステージでの出し物等が、大学病院南側の
大倉山公園噴水のある広場にて行われます。本祭
以外の日にも、有志で結成されたソフトボールチー
ムが熱い戦いを繰り広げるスポーツ大会、学生や一
般の方を対象とした、医療シンポジウムという無料
公開講座が開かれます。毎年、医学科の学生だけで
なく他の学部・大学生、神戸大学を目指す高校生、
地域の方や病院関係者の方にも多く来訪いただき、
交流の輪を広げるとともに学生の活動について
知ってもらえる場となっております。祭りの企画
や準備、運営は、３・４回生の有志51人により構成
された大倉山祭実行委員会が進めております。
　今年の大倉山祭のテーマは「プレミアム　トラ医
デー～ Challenge for Change ～」です。
　政府で提唱されている、プレミアムフライデー
（月末金曜日の早時退社を推奨するキャンペーン）
をもじり、参加者に、祭りを通じて様々なことに挑
戦してほしいという願いを込めました。
　このテーマのもとに、今年度は新しい試みとし

て、骨密度測定や体脂肪率チェック、栄養士さんに
よる食事指導を行い、来場者に自身の健康について
振り返ってもらうコーナーを設ける予定です。こ
ちらは神戸大学生活協同組合の方のご協力のもと、
本格的な機械を使用して行います。他にも、医療系
の課外活動団体の活動報告の場を設けるなどして、
医学科ならではの部分もアピールしていきたいと
思っております。
　医療シンポジウムにおきましては、今年は生活習
慣病や内分泌をテーマに、学生発表と神戸大学医学
研究科の先生方によるご講演がプログラムとして
組まれる予定です。昨年度のテーマ「免疫ってすご
い！」に引き続き、私たちのからだに馴染み深く、
且つ非常に奥が深いテーマとなっております。講
演者の皆様に、この場を借りて感謝申し上げます。
　今年も、内容の更なる充実を目指し委員一同奮闘
しておりますが、学生のみでは力の及ばない部分も
多々あり、周りの方々の支えがあってこその大倉山
祭であると痛感しております。開催費用に関しま
しても、委員会・部活動共々工夫を重ねております
が、まだまだ苦しい状況であります。どうか、皆様
からの温かいご支援をお待ちしております。９月
頃に御寄付願いを送付致しますので、御一考頂けま
したら幸いです。
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　本祭や医療シンポジウム当日には、皆様のご来場
を心待ちにしております。また来年度以降に繋げ
ていけますよう、率直なご意見やご感想も頂戴でき
ましたらと思います。
　今後とも実行委員一同、大倉山祭の開催に向けて

大倉山祭2017
テーマ：「プレミアム トラ医デー ～ Challenge for Change ～」

2017年11月19日（日）　大倉山祭本祭
場　所：大倉山公園噴水のある広場
内　容：ステージ、模擬店、受験生への相談ブース、健康ランド（仮）等
ステージ�内容：吉本お笑いライブ、ピープロ（軽音楽部・クラシック愛好会合同ライブ）、ダン

ス部ステージ、各部対抗選手権、ビンゴ大会 等
模擬店：各部活による出店ホットドッグ、たこやき、カレー、ドーナツ　等

10月８日（日）　スポーツ大会
　場　所：国際文化学部グランド

11月18日（土）　医療シンポジウム
テーマ：免疫
内　容：学生発表

　「肥満に伴う生活習慣病発症機序の解明」
　神戸大学医学部医学科２回生　堰本　亮平さん
講　演
　「（テーマ未定）」
　神戸大学医学研究科　糖尿病・内分泌内科学部門　教授
　神戸大学医学部附属病院　糖尿病・内分泌内科診療科長　小川　渉先生
　「心とホルモンの密接な関係－幸せに生きるために大切なホルモンの知識－」
　神戸大学医学研究科　糖尿病・内分泌内科学部門　准教授　髙橋　裕先生

場　所：神緑会館多目的ホール
同時開催：東洋医学研究会による展示

10月28日（土）　ホームカミングデイ
場　所：シスメックスホール・神緑会館多目的ホール

●大倉山祭の情報はこちらで随時更新致しております。
公式ホームページ　 大倉山祭2017  検索　http://okurayamasai.web.fc2.com/
公式Twitter　@OKURAYAMA_PR
公式 Facebook「大倉山祭広報」　http://facebook.com/okurayamasai
●ご質問、お問い合わせは下記アドレスにて受付しております。
2017年度大倉山祭広報�メールアドレス　okurakoho2017@gmail.com

尽力して参りますので、引き続き皆様のご支援ご厚
情を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
＊ なお、カリキュラムの変更のため、ホームカミン

グデイ翌日の開催が今後もできなくなりました。

中央の遠方は神戸大学医学部附属病院、噴水
は大倉山祭の行われる広場です。写真部学生
の撮影

神緑会館横の花畑。
医学部写真部学生の撮影
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徳島医学専門学校の閉校に伴う兵庫医専への学生移動

１．徳島大空襲と徳島医専の閉校
　昭和18年に発足した徳島医専は、終戦間近の昭和
20年７月３、４日の大空襲により市内の70％の消
失、加えて市民病院の消失により入学２年後に廃校
の憂き目を経験し、学生は国内の他の学校に異動す
ることになりました。昭和18年入学者から14名が、
兵庫医専に昭和22年４月26日に転校した。徳島大
学医学部同窓会、青藍会が発行した【徳島大学医学
部史第一巻、―阿波医学源流―徳島医学専門学校】
に詳しい。
　尚、同本は昭和24年医専１回生の中嶋　正先生か
らお借りしたものです。
　次年度に５名、更に翌年に１名が兵庫医専に異動
になり、２年目に転校した１名を除いて、昭和24、
25、26年に無事卒業となりました。なお、１名は数
年遅れで29年医大卒となりました。

２．徳島市内の空襲被害状況

３．徳島医専の学生の移動先：
転校生の多かった医専

阪大付属医専、京大付属医専、大阪市立医専、岡
大付属医専、兵庫医専、和歌山医専

　阪大は、徳島医専が発足時に教員をほとんど提供
した関係などから多い人数を受け入れました。
その他の医専

東大付属医専、山口医専、東京医専、三重県立医
専、金大付属医専、九大付属医専、東京医大付属
医専、新潟医大付属医専、米子医専、昭和医専

戦災直後の徳島市（写真集「徳島100年」から転載）

４．兵庫医専入学式後の記念写真
　　学生数145名　教員37名
　兵庫医専や医大卒業者にアルバムなどの保有者
に提供を呼びかけたところ、藤澤久美子先生（昭和
61年卒）から、故築井先生のアルバムを提供され
た。その中にこれまで目にした事のない医専入学
式後の写真があり、表紙に提示します。

５．兵庫医学専門学校、兵庫県立医科大学
卒業数　昭和24年（医専１回） 49名
　　　　　　25名（ 〃 ２回） 73名
　　　　　　26年（ 〃 ３回） 47名
　　　　　　26年（医大１回） 73名
　医専入学生145名から大学に進んだ人（医大１回
生昭和26年卒）64名と昭和24年卒医専１回生49名
に分かれた（徳島からの14名含む）、20名ほど数が
合わない。

昭和19年４月20日１回生入学式

昭和26年　兵庫県立医科大学一回生　卒業記念
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昭和20年３月17日
　戦災状況　木造２階建て倉庫  96坪 消失
　　　　　　解剖実習室窓枠  消失
　　　　　　基礎校舎２階３階の西側部分
 402坪 消失
　　　　　　木造病院建物　８棟 568坪 消失

神戸医科大学史からみた神戸の戦争被害

昭和20年６月　空襲のあと。医専校舎付近から
東南を望む。

医専の校舎から湊川公園方向を臨む。湊川公園のビオフェル
ミンと書いたタワーが見える。

大空襲のあと
　大学が焼かれた大空襲の翌日３月18日（日）は私
が学校の警備宿直ということになっていました。
仕方なく荒漠たる焼跡を歩いて学校へ来てみます
と、今の基礎学舎は近辺の罹災者がどっとつめかけ
て、どの研究室も講堂も罹災者によって占領されて
しまっています。それがまた、秩序も、道徳もあっ
たものでなく、まさに難民の群と言った感じで、配
られてくる炊出しの握り飯をとり合いする、罹災証
明書のことで口論するといった具合で、夜になって
もその騒がしさといったら頭にくるばかりです。
それに我々の当直用の蒲団も何もかもこれらの人
達によってすでに失敬されており、とうとう一睡も
することが出来ませんでした。研究室に入り込ん

故 中　村　和　成（医大１期　昭和26年卒）

わが母校誕生のころ ―本学の神話時代― ⑶

昭和20年３月17日の大空襲のあと神戸駅付近から医科大学
（矢印）方向を見る。いかに激しい空襲であったかがわかる。
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だ連中はその辺りにある器具を手当り次第こわす
やら何やらで、数日後基礎学舎を戦災者のための急
造病室にするべく、立ち去ってもらったときには丁
度イナゴの大群が襲った跡といった感じでした。
ビロウな話ですが各階の廊下、階段には屎尿がされ
たままになっており、はじめの頃はそれでも戦災を
うけて気の毒な人達といった感じが、後ではいろん
な意味で随分いやな思いに変ってゆきました。例
えば解剖の武田教授の個室まで、これらの人達が侵
入し、論文の原稿までどこかへ持ち去ったと聞いて
います。
　附属病院のベットでは足らないので基礎学舎も
戦災者用の急造病室に変ったのですが、ベットは寄
宿生のベットが少々あるだけ、あとは床の上に畳
か、ござを敷いて患者を臥かすことになりました。
基礎学舎の方も各室とも戦災者がぎっしり詰まっ
ていたのですから、如何に３月17日の空襲が酷かっ
たか想像していただけると思います。近頃の学生
諸君にこんなことを申しても本気になさらないか
も知れませんが、創傷も、周囲の環
境も不潔の一語に尽きるため、創口
にハエのウジがわきはじめました。
それも一人や二人の患者ではないの
です。藤田教授が回診の際、注射筒
に消毒液を入れて創口にかけられる
とウジがポロポロと床に落ちていっ
たのを今でも強い印象として残って
います。我々の同級生も吉田稔君が
弾片を受け、同様に急造病院に入院
していました。吉田君の場合は創も
小さく、急所もはずれていました
が、それでも可なり永く入院してい
たように記憶しています。
　３月21日（水）には硫黄島も玉砕
し、Ｂ29のみならず、艦載機もどん
どんやって来るようになりました。
講義の方は自然休講のような形に
なってしまいましたが、学生による
学校の宿直だけは不思議にきちんと
行われていました。ところがそのと
きに配られる食糧が握り飯なのです
が、これが大したしろもので病院と
もあろうところから運ばれて来るの
にハエがわんわん群がっています。
不潔なことはよくわかっていても食
べるものとてないため、これを喰っ
ていたわけです。それが原因で何人

かが相次いで赤痢などの消化器系伝染病に罹った
りしました。一番変った症例は、同じ日に運ばれた
握り飯を食った福崎恒君が重症の赤痢にかかり、同
じく土屋和道君がパラチフスにかかったなどとい
う、とんでもない事件がありました。現在なら新聞
にデカデカ、保健所は総動員といったところでしょ
うがそこは戦時中もその末期、随分ルーズなこと
だったと思います。福崎君は灘の自宅で寝込んだ
のですが、入院するところもないため、わざわざ中
院教授（現・兵庫県がんセンター専務理事。元第一
内科教授）が往診され、毎日附属病院の看護婦さん
が二人交替でリンゲル等の輸液をされたと聞きま
した。この間も福崎君が “ 当時あんな献身的な治療
がなかったらどうなっていたか、わからなかった ”
としみじみ語っていましたから、当時彼のみならず
学生を如何に学校当局が可愛がっていたかおわか
りになると思います。

　この図は、中村先生の原稿にはありませんでした。

神戸市戦災焼失区域図より（赤色：戦災焼失区域、第一縣立病院）
大倉山に隣接した病院は焼失区域に認定されていた。
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　「窓を開ければ」之は兵庫県立医科大学予科の入
試作文の題名です。何処かで聞いた様な言葉です
が、彼の重苦しかった戦争が終り開放された我々に
とって未来像を暗示してくれた様な言葉でした。学
校は神戸市内ではなく、篠山の旧連隊の兵舎（写真
１）を利用すると言うので行くのが大変でした。神
戸から出発して尼崎で山陰本線に乗り換え数駅を経
て武田尾、道場、三田、広野、相

アイ

野
ノ

藍
アイモト

本、古
フルイチ

市を経
てやっと篠山口に着き、此処からバスが出ていて30
～40分で遙々篠山町（当時は町制）に着き、又20分
位歩いて兵舎（学校）に着きました。篠山聯隊は実
は聯隊ではなく独立大隊で聯隊長は中佐でした。そ
れだけ兵舎も少なく手狭な状態でした。学校の後に
は 盃

サカヅキ

山と言う山があり何故か印象に残る山でした。
　寮は入学後一応全寮制と言う事でスタートしまし
たが１年も持たなかったと思います。生徒の上級生
は医専在籍者で占められ、２年先輩の方々が３年生、
１年先輩の方々が２年生、我々入学試験を受け入っ
た者が１年生になりました。我々の部屋は南寮一室
でしたが此の部屋の３年生は石川高明、國屋輝道、
飯田英夫、穴田博敏の４人の先輩で大変立派な方々
で今でも感心する事は４人の内、将来誰か亡くなっ
た場合残る家族の為に月々10万円ずつ預金をし、
残った家族を援助するべく保険の様な事を考え実行
に移されて居られました。其の反面我々クラスに比
べると年寄り臭い方々であったと思います。２年生
は戸山祥三、玉木健雄、倉智武志の三方です。此の
組は少しチャメ気が盛んで、一室の隣は教官の部屋
で板壁に小さな穴があり、夜中隣りの板倉先生の方
に胡椒を吹き込んだりして面白がって居ました。又

私も被害者の一人で、部屋で昼寝をしていたところ、
私の知らない間に両鼻孔に火の点いた煙草を差し込
まれ（私は煙草を吸った経験はありません）何が何
やら判らないうちに酸欠で失神状態になり、何分か
後に気がついたと言う事もありました。此の全寮制
は名目だけになり、多くの生徒は下宿していました。
　スポーツは皆若かったものですから下手なりに盛
んに行っていました。私は10歳位の時から近くの東
川崎町に園部猶之進と言う剣道の先生が道場を開い
て居られましたので、姉に連れられて剣道の稽古に
殆んど毎日通っていました。中学でも剣道部に入り
２年の時初段、４年の時には弐段になっていました
が、剣道は戦後進駐軍の達しで禁止となっていまし
たので仕方無く海軍経理学校で分隊優勝したバレー
部に入りましたが下手糞のままで終りました。剣道
は其の後昭和27年頃から解禁になり、30年松山に１
年程赴任した時から再開始し、西脇、淡路、姫路、
神戸で稽古を続けましたので剣道、居合道共に教士
七段になり、ネンリンピックも兵庫県の代表として、
山形、岩手、群馬、静岡、広島、鹿児島大会に参加
しました。話が剣道に飛んでしまって失礼しました。
篠山での話に戻りますが、２年生の時は10月５日に
運動会（写真２）が開かれ、先生方も一緒にプレー
されました。又仮装行列（写真３）が最後に行われ
ました。競技の後思い思いの衣装を着てゾロゾロ行
列して廻りました。私は同室で１年下の雨宮政輔君
と謀って、花柳流名取りの父母が数年前舞った「累

カサネ

」
の「引戻しの段」の真似をして運動場狭しと２人で
舞って見せましたが、舞いの素養がなければ何をし
ているのか判らなかったと思います。尚剣道は解禁

介護老人施設エスポアール遥
第三回卒業生 　松　井　英　互（昭和28年卒）

兵庫県立医科大学予科・学部の思い出

写真１ 写真２
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後各大学共行われる様になり、私も解禁後は大学の
仮の道場に出入りし学生と共に稽古に励む様にな
り、兵庫県医療大学の藤岡宏幸教授とは学生と共に
台湾迄行き彼の地の剣道愛好家の方々と稽古し合っ
たのも私の良い思い出の一つです。
　予科２年生の時１年下のクラスに渡辺了と言う
（笠岡市出身）ヴァイオリンの巧い生徒が南寮六室
に入って来ました。それから一室六室で急にヴァイ
オリン熱が高まりました。私も其の１年ばかり前新
開地を歩いていて古道具屋の店先にヴァイオリンが
ぶら下っているのを見、ヴァイオリンが欲しくて堪
らなくなり母に頼んで買ってもらいました。只其の
当時の事ですから母は私のヴァイオリンを買う為着
物を何枚か売って買って呉れたと思いますが、当時
の私は余りそんな事には気がつきませんでした。其
の後芦屋にヴァイオリンの先生が居ると聞き入門の
上毎月習いに行きました。寮でも小泉広、小倉一、
矮松一彌、下級生では明石恒雄、富永輝等で合奏練
習を始めました。一度ですが音楽会も開きました。
篠山の祈祷師でヴァイオリンの巧い人が居ると聞き
習ってもいました。音楽会はモーツァルトのヴァイ
オリン協奏曲三番の第二楽章で祈祷師のソロで行い
ましたが余りパッとしませんでした。其の他に２年
生の戸山祥三氏の発案で当時関西で活躍していた
ヴァイオリニストの辻久子の演奏会を開いてはと言
う事になり柿沼祐一も加わり準備した結果、事が巧
く運び音楽とは縁のない篠山の地で辻久子の演奏会
が開かれる事となりました。曲目はメンデルスゾー
ンのヴァイオリン協奏曲で緩急鮮やかな調べが篠山
の地に流れました。アンコールはシューベルトの子
守唄でした。今でも音楽会後の写真（写真４）が
残っています。
　昭和24年３月予科を修了し３年間過した篠山の町

に別れを告げました。此の間忘れてはならない事は
食料難の時代に三浦先生率いる烹炊部の活躍です。
浦井洋氏の買い出しには何度も出合いました。又井
出俊一氏の購買部の手伝いは私もさせて頂きまし
た。忘れもしないものがあります。それは焦茶色を
した三浦先生製作のθ

テーター

パンです。味は良くありませ
んが空腹は満たしてくれました。又当時屡々停電が
あり夜中勉強が出来ない時がありましたが、私は其
の時は町の誓願寺の前の浦名薬局のショーウィン
ドーの灯が夜中も点いていましたので其所迄行って
勉強したものでした。
　４月になると我々も神戸の学部に入学しました。
校舎は大学病院の一筋南側の市立第二高等女学校で
した。
　学部に入っての強烈な思い出は解剖学の時間でし
た。先ず骨と其の各部の名前を覚えるのに約１ヶ月
を要しましたが、来週から死体解剖が行われると知
らされると怖さ半分どころか怖さ100％で初めての
授業を迎えました。強い石灰酸の匂いに満ちた大き
な浴槽の中に黒ずんだ死体が何体も浮んでおり、其
れを教授の合図で数人で引張り上げるのですが、目
の痛くなる様な匂いと共に持った死体の四肢の皮が
ズルリと剥離したあの時の気分は喩え様もない恐ろ
しさ、気分の悪さで気も転倒せんばかりでした。此
の時のショックで一人退学したと言う噂も耳にしま
した。其の後の学科では解剖時の様なショックは受
けずに授業を受ける事が出来ました。
　学部で医学の勉強をする様になってから私は語学
の拙劣さに気付き内科の友達である小倉一と相談
し、之からの医学は英語が主になってくるだろうか
ら英会話の勉強をするべきであると考え、英会話の
練習に時間を費やす事にしました。ビオフェルミン
社長の桃崎さん宅が長田にあり英会話の練習が毎週
一回行われており、先生はミセズ・コーダと言う方
で放射線の楢林教授も練習に来られているのを聞

写真３

写真４

辻久子 伴奏の松井氏
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き、お願いして参加する事にしました。然し我々二
人共語学の中枢が発達せず大成しませんでした。
　昭和24年１月生理学の口答試問を正路学長から受
けましたが、其の頃「脳と脊髄」と言う本が出て居
り私も読んでいましたので、学長から脳の働きにつ
き問われましたので其の本の内容も話しましたら、
「そんな事は未だ教えてない。」と顔を真赤にして
怒鳴られ、びっくりして退出した事もありました。
　昭和25年母は終戦後の無理も祟ったのか肺結核に
罹患し中院内科に入院する事になりました。病状は
次第に悪化し兄達はストマイの調達に大変だった様
でした。翌年２月頃に腸結核に迄悪化してしまいま
した。予科在籍中は遠い所から篠山迄面会に来てく
れていたのに、碌に話もしないで何日も帰してし
まった事を申し訳なく思うばかりでした。私も試験
中でしたが病室の付添いの為の場所に横になってい
ましたが、明日は細菌学の口頭試問があると言う日
に突然母が大きな声で「怖い、怖い」と言って半身
を起こそうとしましたので、私は母の手を握り「怖
くない、怖くない」と言って寝かしつけましたが、
母は其の翌日に亡くなりました。翌日田部井教授に
お会いして他日試験をもう一度行って下さる様お願
いをしましたが、教授の答は「君、大学の試験と言

うものはそんなもんじゃないんだよ」と言われ取
合って下さいませんでした。
　昭和28年我々３回生の卒業も決まった或る日正路
学長が教室に入って来られ、九州大学整形外科の神
中教授が退職されて大阪年金病院の院長として赴任
されたので、特に本学にお招きし本年卒業の諸君は
今迄正式に整形外科の講義を受けてなかったが神中
教授に整形外科の真髄をお話して頂きます。と言う
説明の後、神中教授の講義を拝聴する機会に恵まれ
ました。講義の内容はニコラス・アンドリーの立つ
事の出来ない子供を立って歩かせると言う意味の
ル・オルト・ペディの内容を懇々と説明され、私が
後年整形外科に入局する決心の源となったと信じて
おります。
　最後に思い出した事の中で忘れられない事があり
ます。それは本学が国立移管の為の条件の一つに
３万冊の医学書を備える必要があり、其の為に随分
沢山な医学書が学生達から集められました。私の場
合解剖学書のスパルテホルツ、ランツ、ワックスムー
ト、神中整形外科学、神中整形外科手術書だけは手
離す気になれず残しておりますが、他は全部寄附し
ました。他の大勢の方々も寄附された事を思い出し
て居られる事と思います。
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　一般社団法人　神緑会では「会員名簿2017（平成29）年版」を本年11月（９月30日現在情報）に発行する予
定です。これまで、隔年ごとに「神緑会会員名簿」を発刊しており、本会員名簿は会員相互の結びつきと連携
を強化することと、地域医療における連携を目的として制作して参りました。
　同窓会神緑会は平成26年６月末に廃止し、一般社団法人神緑会が同窓会の役割を併せ持つことになりました
（二重会計等の指摘もあり、同窓会神緑会の廃止はやむをえない対応でした）。
　従って、名簿発行は同窓会の発行が原則（公益社団法人では、収益事業が禁止されていた）でしたが、平
成23年に公益法人から一般社団法人へ移行したことにより、一般社団法人神緑会が名簿発行を行います。ご承
知のとおり、「個人情報保護法」の施行に伴いその扱いに特段の配慮を求められておりますが、各号にナンバー
を付け、分散の起らないように配慮しています。
　なお、卒年の若い層に空白が目立つようになってきており、委員会としても苦慮しているところです。メー
ルアドレス、勤務先、住所のお届出
及び変更のお済みでない方は早急
に届出をお願いいたします。クラス
代表を２名に増やし、対応しても
らっています。
　また、経済環境の変化により名簿
発行協力費について改訂をする予
定です（5,000円から10,000円とした
いと考えております）。
　ご理解のほどよろしくお願いいた
します。
　なお、ご不明な点がありましたら
神緑会事務局（078-361-0616）まで
ご連絡くださいますようお願い申し
上げます。

一般社団法人神緑会　名簿発行について
「名簿編集委員会より」

2017（平成29）年10月1日現在
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　記念事業 WG の中で、これまでは募金関係のみが平成27年10月から、本年10月までを最初の期間として活
動してきた。７月12日、記念誌担当として中村俊一生化学教授を座長としてスタートした。
　50周年記念誌以降の内容について、各方面の取り組みを進める。医学研究科と異なる神緑会員の視点を盛り
込む試みも考えたい。

記念誌作成へ、第一回委員会開催

　第12回ホームカミングデイは、10月28日（土）に開催されます。
　学長からは、特定年（昭和37、42、47、52、57、平成４年卒）が指示されていますが、神緑会では、昭和
27、32、62、平成９、14、19、24年卒の７学年を追加しています。大学からの案内が各自に届く予定ですし、
上記以外の学年も参加可能です。

ホームカミングデイ　対象学年と神緑会重点学年

総会で多数の支持をえた表紙（予定）
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  編集後記
　６月総会での役員選挙を経て、新役員が
動きだしました。75周年記念事業の整理に
ふさわしく、昭和26年医大１回生から145名
の入学後の写真を提供いただきました。徳
島医専の廃校と昭和24年医専１回生のご卒
業が起点となり、75周年記念誌への弾みと
なるように期待します。
 編集委員会

昭和卒未入会、会費滞納者へのお願い
　一般社団法人神緑会の最大の課題は、平成卒者への神緑会活動に対する理解を促進することです。若い人
達は、当面の治療活動に多忙で、旧友等への親しみを感じる世代には、それなりの時間が必要です。昭和年
代卒業の多くの会員は、30年以上経過し、後輩世代への支援に理解を賜りたいと考えます。即ち、会費未納
者への印刷費や送料等は、真面目に会費等を支払う方達の努力でまかなわれています。毎年１回発行の学術
誌のみの時代から理事会、評議員会等では、「立派な会誌ができたのは良い。ただ、誰の負担で未納者等に
送るのか」が議論されました。この点を解決しない一方で、平成卒者に神緑会活動を更に知らせるために年
４回発行のニュースレターを発行し、同じ基準でお送りしたため、赤字会計を余儀なくされました。
　そこで、新理事会では、前理事会での検討を引き継いで財政の健全化に取り組む事としました。
１）昭和卒者で未入会、長期会費滞納者に広報誌を送付せずにWeb でのホームページからの情報発信に
改める。

　　なお、意志確認は、郵便で行い、又、いつでも変更が可能であること。なお、平成卒者には、当面こ
れまでどおりとする。

　　参考　昭和卒未入会者数　283名　　平成卒未入会者数　484名
　　なお、長期滞納は、役員選挙における被選挙権、選挙権の有無を基本とするが、当面の運用上、５年

間（2.5万円）の未納を判断基準とする。一方、救済措置として、未入会者の基準を参考に３万円（入会
金）＋年会費5,000円、合計３万5,000円の納入で是とします。
２）神緑会への寄付の促進について
　　昨年秋の緊急対応で作成した神緑会への寄付（残念ながら、免税対象になりません。目標額300万円

/ 年額）を促進する。

75･150周年記念事業募金目標額の達成に光が見えた
　寄付活動については、開始から既に一年半が経過しました。目標額の10分の１程度で先行きを案じて
いました。幸いにも、大口の寄付申込（１億円）があり、神戸大学基金に入金されました。他は100万
円から１万円まで、176名から合計1,404万円（７月集計分）でした。10万円以上が89名、約50％です。
近く他の寄付者も含めて詳細を公表する予定です。神緑会理事会だけでなく、神戸大学と連携しながら
適切に対応します。この点では、目標額の達成に見通しが立ちましたが、50周年記念事業を振り返りま
すと、10万円の寄付を基本に945名の会員から寄付がありました。当時の会員数でみると、２人に１人
の高率の寄付でした。同窓会館の建設といった目標が理解されたのでしょうが、同時に明治２年の神戸
病院の再現を目標としており、新しい神戸大学の卒業生が目指していたものだったのでしょう。今後の
目標は、できるだけ多くの会員の寄付を募り、次なるステップに進む大学及び学生、若手医師を支援し
たいと思います。
　なお、目標の達成として、大学としての目標に加えて、神緑会での目標の達成が別集計されます。細
部にこだわる必要はありませんが、現職や元職など、区分によっては、神緑会からはずされる分がでて
きます。この点は、大学側に慎重な分類をお願いすることにしております。神緑会館以上の未来医療開
発センターの雄姿を夢見て募金し、その後の更なる医学研究科の発展を推し進めましょう。


